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１． パターンマッチング  

SVBMP は、32×32pixel ２値画像のテンプレートマッチング（テン

プレートと入力画像を比較し、一致箇所の個数を数える）を行う。  

SVBMP は、32×32pixel の係数レジスタと入力画像（ Dij）を比較し、

一致度を出力する。  

係数レジスタは、32×32 パターン（Eij）と 32×32 マスク（ Mij）で

構成されている。  

 

  一致度＝∑！ (Ｄｉｊ＄Ｅｉｊ )＆！Ｍｉｊ  

      （ ！＝ＮＯＴ，＄＝ＸＯＲ，＆＝ＡＮＤ ）  

      Ｍｉｊ＝１の箇所については、比較は行われない  

      Ｄｉｊ＝Ｅｉｊの箇所を、一致度としてカウントする  

 

ＳＶＢＭＰの一致度カウンタは、１０bit であり、１０２３までしかカ

ウントできない。このため、マスクが掛けられず、Dij と Eij が全て一致

したとき、一致度＝１０２４となるが、これは０として現れる。  

 

（注）実際は、１１bit の一致度カウンタを備えているが、１１bit

目を出力として参照することはできない。  
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２． 一致度の参照  

一致度はＯ７～Ｏφの信号ととして出力される。  

出力信号が８bit であるため、コントロール・レジスタが用意されている。  

 

  Control Register 

    ｂｉｔ７～２ ：未使用  

    ｂｉｔ１，０ ：ＳＥＬ  

            ＝００ ：一致度の上位８bit を出力  

       ＝０１ ：一致度の下位２bit を出力  

            ＝１０ ：一致度＞０のとき、０を出力  

                 一致度＝０のとき、１を出力  

            ＝１１ ：一致度＞０のとき、１を出力  

                 一致度＝０のとき、０を出力  

 

また、ステータス・レジスタにより、一致度＝０か、一致度＞０かを参照で

きる。  

 

  Status Register 

    ｂｉｔ６，７ ：未使用  

    ｂｉｔ５，４ ： revision 

    ｂｉｔ３   ： flag-space 

            ＝１ ：一致度＝１０２４ではない（使途不明）  

    ｂｉｔ２   ： flag-obj 

            ＝１ ：一致度＞０  

 

（注）出力ピンＴＳＴＢ１、０には一致度の下位２bit が出力されている。  
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３． 構成と動作  

 

 ＤＩ０  → HBLK０   

 ＤＩ１  → HBLK１  
ＳＵＭ１０  

 
…
… 

 

 

→

 

   

 ＤＩ７   HBLK７    

 
ＳＵＭ２  

  
  

ＳＵＭ１３  
 

 

 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

… 

 

  

ＤＩ３１  → HBLK３１  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

 

  
 
 
→

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｏ７～Ｏφ  

ＳＶＢＭＰの構成  

 

ＳＶＢＭＰは、３段のパイプライン処理を行っている。  

１段目のＨＢＬＫｎは、32×32 マトリクスの１行分の処理を行う。  

ＨＢＬＫｎは、下記の構成である。  

・３２bit ＤＩｎ用シフト・レジスタ  

・３２bit Ｅｎｊレジスタ  

・３２bit Ｍｎｊレジスタ  

・３２bit コンバータ  

・６bit ビット・カウンタ  

 

ＨＢＬＫｎは、１行分の一致度を６bit ビット・カウンタにセットする。  

２段目は，ＳＵＭ１０～ＳＵＭ１３までの４個の加算器であり、８個の    

ＨＢＬＫｎの一致度を加算し、９bit の一致度とする。  

３段目は、ＳＵＭ１０～ＳＵＭ１３の一致度を加算し、１１bit の一致度と

する。  


